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冗(∑丁ニ Aー) 箸 A
(6)
I(S)I(S') (7)
coth(響 )i(S)i(S′)
となりAの係数箸 の1からのずれがFTの補正ということになり次のように書ける:
log
q(∑T-A)
7T(∑,--A)-(1･h2e2･0(h4)A
(8)
(9)
(10)
具体的にf(i)-V.i,p≡IK2Adl/k≪ 1としてe2を評価するとe2--監 (1+0(p))となる.
従ってFTの量子補正は一般にh2のオーダーで､低温では顕著になる｡また補正は熱浴の形によ
らない結果になっている｡
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